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はじめに
　本稿は、平成28年度に実施した特許出願技術動向
調査のうち、ファインバブル技術について紹介します。
　ファインバブル技術は日本が世界に先行して見い
だした革新技術であり、製造、利用、応用の各分野
にわたって技術開発を行ってきています。今後、日
本を代表する基幹産業となり、さらには世界的にも
大きな市場を有する将来型産業となる可能性を秘め

ています。
　本稿では、ファインバブル技術について、技術概
要、市場動向、政策動向、特許出願動向、研究開発
動向等の調査結果を説明し、今後の研究開発の方向
性を提言として示します。

１．技術概要
ファインバブル技術は日本が世界に先行して見
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いだした革新技術であり、製造、利用、応用の各
分野にわたって技術開発を行ってきています。国
際標準化において国際幹事国となるなど海外に比
べて産業創出に向けて優位な位置を占めています。
この技術関連産業は、供給側では、製造装置メー
カー、製造部品メーカー、計測器メーカー及びエ
ンジニアリング会社等多くの企業が関連し、需要
側でも、土木関連、医療関連、薬品関連、さらに
は農林水産関連まで多くのアプリケーションが関
連する分野横断的特徴を有しており、今後、自動
車、家電等と同様に日本を代表する基幹産業とな
り、さらには世界的にも大きな市場を有する将来
型産業となる可能性を秘めています。しかし、ファ

インバブルの機能、効果等についての原理や機構
が科学的に十分に解明できておらず技術自体がい
まだ発展途上の段階です。同様に、ファインバブ
ル技術を核とする革命的な商品が創出されるまで
には至っておらず本格的な市場がいまだ形成され
ていない状況です。今後、国際標準化が整備され
技術データベースの共通化が進み、また、計測技
術等の著しい進歩により今まで未解明であった機
構などの科学的解明が進み技術開発が大きく前進
して産業化が加速されるものと期待されています。

ファインバブル技術の技術俯瞰図を図１に示し
ました。ファインバブル技術は、以下の三つの要
素技術、①ファインバブル発生技術、②ファイン

図１　ファインバブル技術の技術俯瞰図


